
第 34回 日本臨床化学会関東支部例会 

プログラム 

 

日 時：平成 29年 11月 25日（土） 13時 30分～17時 

会 場：埼玉医科大学 かわごえクリニック 6階講堂 

           〒350-1123 埼玉県川越市脇田本町 21-7 （Tel:049-238-8111） 

テーマ：日常業務の活性化へ向けて 

例会長：村本 良三（埼玉医科大学 保健医療学部 臨床検査学科） 

参加費：1,000円（学生・大学院生は無料） 

 

 

13：00～    受付開始 

 

13：30～13：35 開会の挨拶 

        村本 良三（埼玉医科大学 保健医療学部 臨床検査学科） 

 

13：35～14：30 若手プロジェクト報告 

               座長  松下 誠（埼玉県立大学 保健医療福祉学部） 

１）血清総蛋白質測定の問題点の整理 

～1試薬系および 2試薬系ビウレット法における相違について～ 

永井 謙一（埼玉県済生会川口総合病院 臨床検査科）     

   ２）臨床化学会関東支部活性化に向けた新規プロジェクトのご紹介 

汐谷 陽子（東京都立墨東病院 検査科） 

 

14：30～14：40 休息 

 

14：40～16：55 シンポジウム  

               座長  山口 純也（埼玉県済生会川口総合病院 臨床検査科） 

                   齊藤 雅一（埼玉医科大学病院 中央検査部）  

「ピットフォールを探る」   

１）臨床化学検査のピットフォール 

         清宮 正徳（国際医療福祉大学 成田保健医療学部 医学検査学科） 

２）免疫学的検査のピットフォール 

阿部 正樹（東京慈恵会医科大学附属 第三病院 中央検査部）  

３）自動分析装置のピットフォール 

         神山 清志（浦和医師会メディカルセンター 検査部） 

 

 16：55～17：00 閉会の挨拶 

         山田 俊幸（自治医科大学臨床検査医学、日本臨床化学会関東支部長） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


